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第
三
稿
と
な
る
本
稿
で
は
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
三
十
六
歳
の
秋

か
ら
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
四
十
四
歳
夏
ま
で
の
八
年
間
を
対
象

に
、「
山
の
詩
人
」
と
し
て
の
白
居
易
の
本
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い（
１
）。

盩
厔
県
尉
か
ら
長
安
に
召
還
さ
れ
、
翰
林
学
士
、
左
拾
遺
、
京
兆
府
戸

曹
参
軍
を
経
て
下
邽
に
服
喪
。
再
び
召
さ
れ
て
太
子
左
賛
善
大
夫
と

な
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
直
後
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
六
月
に

は
宰
相
武
元
衡
が
暗
殺
さ
れ
、
居
易
は
い
ち
早
く
上
書
。
そ
れ
が
越
権

行
為
と
見
な
さ
れ
、
八
月
に
は
江
州
司
馬
へ
左
遷
さ
れ
た
。

　

太
子
左
賛
善
大
夫
と
い
う
閑
職
に
就
い
て
い
た
白
居
易
が
、
な
ぜ
い

ち
早
い
上
書
に
及
ん
だ
の
か
。
平
岡
武
夫
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
い

う
。

　
　

三
年
の
喪
が
終
わ
っ
て
、
元
和
九
年
（
八
一
四
年
）
の
冬
に
長
安

に
出
て
来
た
彼
に
与
え
ら
れ
た
官
職
は
、
太
子
左
賛
善
大
夫
で

あ
っ
た
。
こ
の
官
、『
大
唐
六
典
』
で
は
正
五
品
下
。
さ
き
の
京

兆
府
戸
曹
参
軍
が
正
七
品
下
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
官
品
は

高
い
。
し
か
し
そ
の
職
務
は
、
要
す
る
に
太
子
の
お
守
役
で
あ

る
。
…
…
清
官
で
は
あ
る
が
、
要
職
で
は
な
い
。
白
居
易
は
失
望

す
る
。
…
…
白
居
易
が
不
遇
を
か
こ
つ
こ
と
半
年
あ
ま
り
、
元
和

十
年
六
月
三
日
の
未
明
、
宰
相
の
武
元
衡
が
出
勤
の
途
上
に
暗
殺

さ
れ
た
。
…
…
拾
遺
・
翰
林
の
要
職
を
な
つ
か
し
み
、
賛
善
の
閑

職
に
気
持
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
彼
に
、
武
元
衡
暗
殺
事
件
は
看

過
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た（
２
）。

　

い
ち
早
い
上
書
の
原
因
を
「
閑
職
へ
の
不
満
」
に
求
め
る
見
解
は
わ

か
り
や
す
く
、
通
説
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う（
３
）。
し
か
し
、

実
情
に
即
し
て
仔
細
に
検
討
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
見
方
は
成
り
立
ち

難
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
本
稿
で
は
論
じ
た
い
と
思
う
。

　

一　
「
奏
状
」
に
み
る
左
拾
遺
の
「
滅
私
奉
公
」

　

元
和
二
年
（
八
〇
七
）
十
一
月
六
日
、
翰
林
学
士
と
な
っ
た
白
居
易

は
、
翌
元
和
三
年
（
八
〇
八
）
四
月
二
十
八
日
、
左
拾
遺
に
任
命
さ
れ

た
。
こ
の
時
期
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
諷
諭
詩
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
膨



二

大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
諷
諭
詩
の
制
作
に
よ
っ
て
、

居
易
が
、
無
理
解
や
反
発
、
非
難
や
中
傷
に
晒
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た

こ
と
の
み
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
元
和
十
年
に
江
州
で
書
か
れ
た

「
元
九
に
与
ふ
る
書
（
与
元
九
書
）」（
1486
）
に
い
う（
４
）。

　
　

凡お
よ

そ
僕
の
「
雨
を
賀
す
」
の
詩
を
聞
け
ば
、
衆
口
籍
籍
と
し
て
、

已
に
宜
し
き
に
非
ず
と
謂
ふ
。
僕
の
「
孔
戡
を
哭
す
」
の
詩
を
聞

け
ば
、
衆
面
脉
脉
と
し
て
、
尽
く
悦
ば
ず
。「
秦
中
吟
」
を
聞
け

ば
、
則
ち
権
豪
貴
近
な
る
者
、
相
目
し
て
色
を
変
ず
。「
楽
遊
園

に
登
り
て
足
下
に
寄
す
」
詩
を
聞
け
ば
、
則
ち
政
柄
を
執
る
者
扼

腕
す
。「
紫
閣
村
に
宿
る
」
詩
を
聞
け
ば
、
則
ち
軍
要
を
握
る
者

切
歯
す
。
大
率
此
く
の
如
し
、
徧
く
挙
ぐ
べ
か
ら
ず
。
相
与
せ
ざ

る
者
、
号
し
て
名
を
沽う

る
と
為
し
、
号
し
て
詆
訐
と
為
し
、
号
し

て
訕
謗
と
為
す
。
苟
く
も
相
与
す
る
者
も
、
則
ち
牛
僧
孺
の
戒
め

の
如
し
と
す
。
乃
ち
骨
肉
妻
孥ど

に
至
り
て
は
、
皆
我
を
以
て
非
と

為
す
な
り
。
其
れ
我
が
非
と
せ
ざ
る
者
は
、
世
を
挙
げ
て
両
三
人

に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

　
　
　

凡
聞
僕
賀
雨
詩
而
衆
口
籍
籍
、
已
謂
非
宜
矣
。
聞
僕
哭
孔
戡

詩
、
衆
面
脉
脉
、
尽
不
悦
矣
。
聞
秦
中
吟
、
則
権
豪
貴
近
者
、

相
目
而
変
色
矣
。
聞
登
楽
遊
園
寄
足
下
詩
、
則
執
政
柄
者
扼
腕

矣
。
聞
宿
紫
閣
村
詩
、
則
握
軍
要
者
切
歯
矣
。
大
率
如
此
、
不

可
徧
挙
。
不
相
与
者
、
号
為
沽
名
、
号
為
詆
訐
、
号
為
訕
謗
。

苟
相
与
者
、
則
如
牛
僧
孺
之
戒
焉
。
乃
至
骨
肉
妻
孥
、
皆
以
我

為
非
也
。
其
不
我
非
者
、
挙
世
不
過
両
三
人
。

　

諷
諭
詩
作
成
に
よ
り
こ
う
し
た
状
況
下
に
置
か
れ
た
白
居
易
が
、
強

い
心
的
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か

し
、「
諷
諭
詩
に
よ
る
諷
諫
」
は
、
詩
人
の
本
領
発
揮
で
は
あ
っ
て
も
、

左
拾
遺
の
職
務
と
し
て
は
特
殊
な
形
式
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
散
文

の
形
式
で
皇
帝
へ
意
見
具
申
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
奏

状
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
白
氏
文
集
』
巻
四
十
一
か
ら
巻
四
十
四
に
は
「
奏
状
」
五
十
八

篇
（
1947
～
2012
）
が
四
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
巻

四
十
一
・
四
十
二
の
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
三
十
四
篇
（
1947
～
1984
）
は
、

元
和
二
年
か
ら
同
六
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
本
稿
の
対
象

と
な
る
。

　

こ
の
「
奏
状
」
三
十
四
篇
の
う
ち
、
十
二
篇
は
恩
賜
へ
の
感
謝
状
で

あ
り
、
二
篇
は
自
身
の
処
遇
に
関
す
る
陳
情
と
感
謝
で
あ
る
。
そ
れ
以

外
の
、
真
に
「
意
見
書
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
二
十
篇
を
見
る
と
、

左
拾
遺
期
の
作
が
十
五
篇
、
左
拾
遺
期
と
確
定
で
き
な
い
端
境
期
の
も

の
が
二
篇
、
京
兆
府
戸
曹
参
軍
期
の
も
の
が
三
篇
で
あ
る（
５
）。
白
居
易

の
「
奏
状
」
は
、
翰
林
学
士
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
主

軸
は
、
左
拾
遺
期
の
十
五
篇
（
或
い
は
端
境
期
の
二
篇
を
含
め
た
十
七

篇
）
に
あ
る
と
見
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
「
奏
状
」
を
読
む
と
、
左
拾
遺

と
し
て
居
易
が
い
か
に
「
滅
私
奉
公
」
的
に
職
務
を
遂
行
し
て
い
た

か
、
そ
の
覚
悟
の
ほ
ど
を
確
認
で
き
る
。

　

①　
「
大
凡
人
之
情
、
位
高
則
惜
其
位
、
身
貴
則
愛
其
身
。
…
…
故

拾
遺
之
置
、
所
以
卑
其
秩
者
、
使
位
未
足
惜
、
身
未
足
愛
也
。」



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
三
〕

三

「
臣
所
以
授
官
已
来
、
僅
将
十
日
、
食
不
知
味
、
寝
不
遑
安
。
唯

思
粉
身
、
以
答
殊
寵
、
但
未
獲
粉
身
之
所
耳
。」

�

「
初
授
拾
遺
献
書
」（
1947
・
元
和
三
年
五
月
八
日
）

　

②　
「
臣
今
言
出
身
戮
、
亦
所
甘
心
。
何
者
、
臣
之
命
至
軽
、
朝
廷

之
事
至
大
故
也
。」「
若
以
臣
此
言
、
理
非
允
当
、
…
…
則
臣
等
見

在
四
人
亦
宜
各
加
黜
責
。」「
臣
今
職
為
学
士
、
官
是
拾
遺
。
日
草

詔
書
、
月
請
諌
紙
。
臣
若
黙
黙
惜
身
不
言
、
豈
惟
上
辜
聖
恩
、
実

亦
不
負
神
道
。
所
以
密
緘
手
疏
、
潜
吐
血
誠
。
苟
合
天
心
、
雖
死

無
恨
。」�
「
論
制
科
人
状
」（
1948
・
元
和
三
年
）

　

③　
「
今
臣
忘
身
命
、
瀝
肝
膽
、
為
陛
下
痛
言
者
、
非
不
知
逆
耳
、

非
不
知
危
身
。
但
以
螻
蟻
之
命
至
軽
、
社
稷
之
計
至
重
。」

�

「
論
承
璀
職
名
状
」（
1964
・
元
和
四
年
）

　

こ
れ
ら
①
②
③
に
見
え
る
「
粉
身
」「
身
戮
」「
臣
之
命
至
軽
」「
加

黜
責
」「
吐
血
誠
」「
雖
死
無
恨
」「
忘
身
命
」「
危
身
」「
螻
蟻
之
命
至

軽
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
左
拾
遺
と
し
て
の
職
務
、
即
ち
、
天
子
へ
の

諷
諫
に
、
居
易
が
正
に
「
命
が
け
で
」
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
事
実
、『
新
唐
書
』
巻
一
一
九
「
白
居
易
伝
」
に
よ

れ
ば
、
③
の
奏
状
に
関
連
し
て
、
居
易
は
後
日
、
憲
宗
の
面
前
で
「
陛

下
、
誤
て
り
」
と
直
訴
。「
帝
（
憲
宗
）
色
を
変
じ
て
罷
む
。
李
絳
に

謂
ひ
て
曰
く
『
是
の
子
、
我
自
ら
抜
擢
す
る
に
、
乃
ち
敢
へ
て
爾し
か

す

る
。
我
此
れ
を
堪
ふ
る
に
叵か
た

し
。
必
ず
之
を
斥
け
ん
』（
帝
変
色
罷
。

謂
李
絳
曰
『
是
子
、
我
自
抜
擢
、
乃
敢
爾
。
我
叵
堪
此
。
必
斥
之
』）」

と
、
憲
宗
に
言
わ
し
め
て
い
る
。
憲
宗
へ
の
諷
諫
は
、
居
易
の
誠
意

（
良
心
）
に
発
す
る
「
命
が
け
の
行
為
」
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
居
易
は
「
自
己
の
心
身
の
安
適
」
を
誰
よ

り
大
切
に
し
た
、
自
己
愛
の
強
い
詩
人
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
左
拾
遺

の
時
期
に
は
、
自
分
の
命
な
ど
「
螻け
ら

蟻
の
命
の
よ
う
に
軽
い
」
と
述
べ

ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
置
か
れ
た
（
或
い
は
「
自
ら
そ
の
身
を
置
い
た
」）。

そ
の
葛
藤
や
ス
ト
レ
ス
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
二
月
、
監
察
御
史
の
元
稹
が
、
長
安

へ
召
還
さ
れ
る
途
次
、
敷
水
駅
で
宦
官
劉
士
阮
と
争
い
、
三
月
、
江
陵

士
曹
掾
に
左
遷
さ
れ
た
。
居
易
は
直
ち
に
上
奏
文
を
奉
じ
、
重
ね
て
元

稹
の
無
罪
を
主
張
し
た
が
（「
論
元
稹
第
三
状
」
1965
）、
憲
宗
の
裁
定
は

つ
い
に
覆
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二　

山
の
詩
人
①
―
京
兆
府
戸
曹
参
軍
へ
の
転
職

　

元
稹
は
江
陵
に
着
く
と
、
左
遷
の
道
中
で
制
作
し
た
詩
十
七
篇
を

贈
っ
て
き
た
。
居
易
の
「
和
答
詩
十
首
」（
0100
～
0110
）
は
、
こ
れ
に
応

じ
た
連
作
で
あ
る
。
序
文
（
0100
）
に
「
属
こ
の
ご
ろ

直
宿
に
拘
牽
せ
ら
れ
、
居

る
に
暇
日
無
く
、
故
に
即
時
に
意
の
如
く
な
ら
ず
。
旬
月
よ
り
来
、
多

く
病
仮
を
乞
ふ
。
仮
中
稍
閑
な
れ
ば
、
且
く
巻
中
の
尤
な
る
者
を
摘

り
、
継
ぎ
て
十
章
を
成
し
、
亦
た
三
千
言
を
下
ら
ず
。（
属
直
宿
拘
牽
、

居
無
暇
日
、
故
不
即
時
如
意
。
旬
月
来
、
多
乞
病
仮
。
仮
中
稍
閑
、
且

摘
巻
中
尤
者
、
継
成
十
章
、
亦
不
下
三
千
言
。）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
連
作
は
、
五
月
五
日
に
京
兆
府
戸
曹
参
軍
と
な
る
直
前
、
病
気
休



四

暇
中
の
四
月
に
制
作
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
連
作
に
は
、
両
者
の
価
値
観
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

「
其
の
五　

四
皓
廟
に
答
ふ
（
答
四
皓
廟
）」（
0105
）
で
は
、
出
処
進
退

に
関
す
る
考
え
方
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
前
漢
の
四
皓

を
、
出
処
進
退
に
一
貫
性
が
な
い
と
批
判
す
る
元
稹
（
元
詩
に
「
顕
晦

遺
跡
有
り
、
前
後
倫
な
ら
ざ
る
を
疑
ふ
」
と
）
に
対
し
て
、
居
易
は
答

詩
の
冒
頭
か
ら
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

　
　

天
下
に
道
有
れ
ば
見あ
ら
は

れ
、
道
無
け
れ
ば
巻
き
て
之
を
懐
に
す
／

此
れ
乃
ち
聖
人
の
語
、
吾　

諸こ
れ

を
仲
尼
に
聞
け
り
／
嬌
嬌
た
る
四

先
生
、
同と
も

に
稟う

く
希
世
の
資
／
時
に
随
ひ
て
顕
晦
有
り
、
道
を
秉と

り
て
磷り
ん

緇し

し
（
摩
滅
も
黒
ず
み
も
し
な
い
）
／
…
…
／
何
ぞ
必
ず

し
も
長
と
こ
し
へ

に
迹
を
隠
さ
ん
、
何
ぞ
必
ず
し
も
長
に
時
を
済
は
ん
／

…
…
／
先
生　

道
甚
だ
明
ら
か
な
り
、
夫
子
（
元
稹
）
猶
ほ
或
い

は
非そ
し

る
／
願
わ
く
は
子　

其
の
惑
ひ
を
辨
ぜ
ん
こ
と
を
、
為
に
予   

此
の
詩
を
吟
ず

　
　
　

天
下
有
道
見
、
無
道
巻
懐
之
。
此
乃
聖
人
語
、
吾
聞
諸
仲
尼
。

　
　
　

嬌
嬌
四
先
生
、
同
稟
希
世
資
。
随
時
有
顕
晦
、
秉
道
無
磷
緇
…

　
　
　

何
必
長
隠
迹
、
何
必
長
済
時
…
先
生
道
甚
明
、
夫
子
猶
或
非
。

　
　
　

願
子
辨
其
惑
、
為
予
吟
此
詩
。

　
「
諸
を
仲
尼
に
聞
け
り
」
と
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
天
下
に
道
有

れ
ば
則
ち
見
れ
、
道
無
け
れ
ば
則
ち
隠
る
」、
衛
霊
公
篇
の
「
邦
に
道

有
れ
ば
則
ち
仕
へ
、
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
巻
き
て
之
を
懐
に
す
べ

し
」
を
指
す
。
こ
れ
は
、『
孟
子
』
尽
心
上
に
「
古
の
人
、
志
を
得
れ

ば
沢
は
民
に
加
わ
り
、
志
を
得
ざ
れ
ば
身
を
修
め
て
世
に
見
る
。
窮
す

れ
ば
則
ち
独
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
済

ふ
（
古
之
人
、
得
志
沢
加
於
民
、
不
得
志
、
修
身
見
於
世
。
窮
則
独
善

其
身
、
達
則
兼
済
天
下
）」
と
い
う
「
独
善
・
兼
済
」
と
同
じ
考
え
で

あ
り
、「
与
元
九
書
」
で
「
僕
、
不
肖
な
り
と
雖
も
、
常
に
此
の
語
を

師
と
す
。（
僕
雖
不
肖
、
常
師
此
語
）」
と
述
べ
た
、
処
世
の
指
針
に
他

な
ら
な
い
。

　

今
、
本
稿
の
視
点
か
ら
注
目
し
た
い
点
は
、
左
拾
遺
の
任
期
を
ほ
ぼ

終
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
居
易
自
身
が
退
任
後
の
進
退
に
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
て
思
い
悩
ん
で
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
点
で
あ
る
。「
天
下
に
道
有
れ
ば
則
ち

見
れ
、
道
無
け
れ
ば
則
ち
隠
る
」
と
い
う
指
針
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
時

期
、
居
易
の
志
向
は
「
隠
居
・
独
善
」
の
方
向
へ
強
く
傾
い
て
い
た
だ

ろ
う
。

　

例
え
ば
、
元
和
五
年
の
閑
適
詩
「
自
ら
写
真
に
題
す
（
自
題
写
真
）」

（
0229
）
は
、
左
拾
遺
を
辞
任
す
る
直
前
の
作
と
目
さ
れ
る
（
注
１
の
拙

稿
『
山
の
詩
人
』
白
居
易
〔
一
〕
を
参
照
）
が
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

我
が
貌　

自
ら
識
ら
ず
、
李
放　

我
が
真
を
写
す
／
静
か
に
神
と

骨
と
を
観
れ
ば
、
合
に
是
れ
山
中
の
人
な
る
べ
し
／
蒲
柳
は
質
朽

ち
易
く
、
麋
鹿
は
心
馴
れ
難
し
／
何
事
ぞ
赤
墀
の
上
、
五
年　

侍

臣
と
為
る
／
況
ん
や
剛
狷
の
性
多
く
、
世
と
塵
を
同
じ
う
し
難
し

／
唯
だ
貴
相
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
但
だ
恐
る　

禍
ひ
を
生
ず

る
因
な
ら
ん
こ
と
を
／
宜
し
く
当
に
早
く
罷
め
去
り
、
雲
泉
の
身

を
収
取
す
べ
し
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我
貌
不
自
識
、
李
放
写
我
真
。
静
観
神
与
骨
、
合
是
山
中
人
。

蒲
柳
質
易
朽
、
麋
鹿
心
難
馴
。
何
事
赤
墀
上
、
五
年
為
侍
臣
。

況
多
剛
狷
性
、
難
与
世
同
塵
。
不
唯
非
貴
相
、
但
恐
生
禍
因
。

宜
当
早
罷
去
、
収
取
雲
泉
身
。　
　

　

即
ち
、
自
分
の
骨
相
を
見
れ
ば
、
ま
さ
に
「
山
中
の
人
」
で
あ
る
。

剛
直
狷
介
な
性
格
は
災
禍
を
招
き
か
ね
な
い
。
早
く
官
界
を
辞
し
て

「
雲
泉
の
湧
く
山
中
に
身
を
置
く
の
が
よ
い
」
と
。

　

さ
ら
に
、
元
和
五
年
四
月
の
感
傷
詩
「
青
龍
寺
早
夏
」（
0414
）
の
後

半
に
い
う
。

　
　

春
去
り
て
来　

幾
日
ぞ
、
夏
雲　

忽
ち
嵯
峨
た
り
／
朝
朝　

時
節

を
感
ず
、
年
鬢　

暗
に
嗟
跎
た
り
／
胡
為
れ
ぞ
朝
市
を
恋
ひ
て
、

去
り
て
煙
蘿
（
山
中
）
に
帰
ら
ざ
る
／
青
山
は
寸
歩
の
地
、
自
ら

問
ふ　

心
如
何
と

　
　
　

春
去
来
幾
日
、
夏
雲
忽
嵯
峨
。
朝
朝
感
時
節
、
年
鬢
暗
嗟
跎
。

　
　
　

胡
為
恋
朝
市
、
不
去
帰
煙
蘿
。
青
山
寸
歩
地
、
自
問
心
如
何
。

　

こ
こ
で
も
「
朝
市
を
恋
う
」
こ
と
を
や
め
「
煙
蘿
（
山
中
）
に
帰

る
」
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
進
退
に
つ
い
て
自
問
し
て
い
る
。「
青
山

は
寸
歩
の
地
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
青
山
」
は
、
お
そ
ら
く
長
安
南
方

に
連
な
る
秦
嶺
山
脈
。
さ
ら
に
特
定
す
れ
ば
、
秦
嶺
山
脈
の
東
端
に
位

置
す
る
藍
田
山
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
出
の
詩
「
登
龍
昌
上
寺

望
江
南
山
、
懐
銭
舎
人
」（
0559
・
元
和
十
五
年
）
の
自
注
に
「
昔
常
与

0

0

0

銭
舎
人
登
青
龍
寺
上
方

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
望
藍
田
山

0

0

0

0

0

、
各
有
絶
句
。
銭
詩
云
、
偶

来
上
寺
因
高
望
、
松
雪
分
明
見
旧
山
。」
と
あ
り
、
白
居
易
は
銭
徽
と

青
龍
寺
に
登
り
藍
田
山
を
眺
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
銭
徽
（
755
―
829
）

は
、「
和
銭
員
外
早
冬
翫
禁
中
新
菊
」（
0749
・
元
和
三
～
五
年
）
の
詩
句

「
唯
有
此
花
開
、
殷
勤
助
君
惜
」
の
自
注
に
「
銭
嘗
居
藍
田
山
下

0

0

0

0

0

0

0

、
故

云
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
藍
田
山
麓
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
詩

の
句
に
「
心
は
陶
彭
沢
に
似
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隠
逸
を
好
む
人

で
あ
る（
６
）。

元
和
元
年
に
入
朝
。
祠
部
員
外
郎
を
拝
し
た
後
、
元
和
三
年

八
月
か
ら
翰
林
学
士
。
嘗
て
藍
田
山
に
住
ん
で
い
た
同
僚
の
銭
徽
か

ら
、
山
の
良
さ
を
聞
き
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
詩
の
「
青
山
」

が
、
藍
田
山
を
念
頭
に
置
く
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
老
病
の

母
を
養
う
立
場
で
は
「
青
山
隠
棲
」
の
実
現
は
難
し
い
が
、
止
み
が
た

い
願
望
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
、
銭
徽
以
上
に
居
易
を
「
隠
居
・
独
善
」
の
方

向
へ
強
く
引
き
つ
け
た
人
物
が
い
た
。
同
年
（
貞
元
十
六
年
）
の
進
士

で
二
十
八
歳
年
長
の
呉
丹
（
744
―
825
）
で
あ
る
。
節
度
使
の
判
官
や
監

察
御
史
を
拝
し
た
後
、
元
和
五
年
に
東
宮
職
の
太
子
通
事
舎
人
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
居
易
は
「
呉
丹
に
贈
る
（
贈
呉
丹
）」（
0196
・
元
和
五
年
）
詩

で
、
敬
愛
の
情
を
こ
う
詠
じ
て
い
る
。

　
　

巧
者
は
力
苦
労
し
、
智
者
は
心
苦
憂
す
／
愛
す　

君
が
巧
智
無

く
、
終
歳　

閑
に
し
て
悠
悠
た
る
を
／
嘗
て
御
史
の
府
に
登
り
、

亦
た
東
諸
侯
（
節
度
使
）
に
佐
た
り
／
手
に
糺
謬
の
簡
を
操
り
、

心
に
決
勝
の
籌
（
計
略
）
を
運
ら
す
／
宦
途
は
風
水
の
似
く
、
君

が
心
は
虚
舟
の
如
し
／
汎
然
と
し
て
有
（
固
執
）
せ
ず
、
進
退   

自
由
を
得
た
り
／
今
来　

豸ち

冠
（
御
史
）
を
脱
し
、
時
に
往
き
て
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龍
楼
（
太
子
）
に
侍
す
／
官
曹
は
心
に
称
ひ
て
静
か
に
、
居
処
は

跡
に
随
つ
て
幽
な
り
／
冬
は
南
栄
の
日
を
負
ひ
、
支
体
甚
だ
温
柔

な
り
／
夏
は
北
窓
の
風
に
臥
し
、
枕
席
涼
秋
の
如
し
／
南
山
舎
下

に
入
り
、
酒
甕
床
頭
に
在
り
／
人
間
に
閑
地
有
り
、
何
ぞ
必
ず
し

も
林
丘
に
隠
れ
ん
／
顧
み
る
に
我
愚
且
つ
昧
、
生
を
労
し
て
殊な

ほ

未
だ
休
ま
ず
／
一
た
び
金
門
の
直
に
入
り
、
星
霜
三
四
周
／
主
恩

は
信
に
報
い
難
く
、
近
地
徒
ら
に
久
し
く
留
ま
る
／
終
に
当
に
閑

官
を
乞
ひ
、
退
い
て
夫
子
（
呉
丹
）
と
遊
ぶ
べ
し

　
　
　

巧
者
力
苦
労
、
智
者
心
苦
憂
。
愛
君
無
巧
智
、
終
歳
閑
悠
悠
。

　
　
　

嘗
登
御
史
府
、
亦
佐
東
諸
侯
。
手
操
糺
謬
簡
、
心
運
決
勝
籌
。

　
　
　

宦
途
似
風
水
、
君
心
如
虚
舟
。
汎
然
而
不
有
、
進
退
得
自
由
。

　
　
　

今
来
脱
豸
冠
、
時
往
侍
龍
楼
。
官
曹
称
心
静
、
居
処
随
跡
幽
。

　
　
　

冬
負
南
栄
日
、
支
体
甚
温
柔
。
夏
臥
北
窓
風
、
枕
席
如
涼
秋
。

　
　
　

南
山
入
舎
下
、
酒
甕
在
床
頭
。
人
間
有
閑
地
、
何
必
隠
林
丘
。

　
　
　

顧
我
愚
且
昧
、
労
生
殊
未
休
。
一
入
金
門
直
、
星
霜
三
四
周
。

　
　
　

主
恩
信
難
報
、
近
地
徒
久
留
。
終
当
乞
閑
官
、
退
与
夫
子
遊
。

　

太
子
通
事
舎
人
と
な
っ
た
呉
丹
の
生
き
方
や
暮
ら
し
ぶ
り
が
、
居

易
に
は
理
想
的
な
も
の
に
見
え
た
。
役
所
は
閑
静
で
、
居
場
所
は
幽

邃
。
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
。
終
南
山
が
見
え
る
家
に
は
、
酒
も

た
っ
ぷ
り
あ
る
。「
人
間
に
閑
地
有
り
、
何
ぞ
必
ず
し
も
林
丘
に
隠
れ

ん
」。
前
掲
し
た
「
青
龍
寺
早
夏
」
の
詩
で
は
、
な
お
「
青
山
は
寸
歩

の
地
、
自
ら
問
ふ　

心
如
何
」
と
逡
巡
し
て
い
た
。
だ
が
、
呉
丹
の
生

き
方
に
触
発
さ
れ
て
、「
林
丘
（
青
山
）」
で
は
な
く
「
人
間
（
都
市
）」

に
「
閑
地
」
を
求
め
る
こ
と
に
決
め
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
志
表
明
が

「
終
に
当
に
閑
官
を
乞
ひ
、
退
い
て
夫
子
（
呉
丹
）
と
遊
ぶ
べ
し
」
の

最
終
句
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
居
易
は
以
降
の
官
歴
に
お
い
て
、
太
子
左
賛
善
大
夫

（
元
和
十
年
）、
太
子
賓
客
分
司
（
大
和
三
年
）、
太
子
賓
客
分
司
（
大

和
七
年
）、
太
子
少
傅
（
大
和
九
年
）
な
ど
太
子
職
に
し
ば
し
ば
就
く
。

そ
の
原
点
は
、
こ
の
「
太
子
通
事
舎
人
・
呉
丹
へ
の
憧
憬
」
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
決
断
を
、
居
易
は
さ
っ
そ
く
実
行
し
た
。「
閑
官
」
で
あ
る
京

兆
府
戸
曹
参
軍
へ
の
転
職
と
、
新
昌
里
か
ら
宣
平
里
へ
の
転
居
で
あ

る
。
題
下
自
注
に
「
四
月
二
十
六
日
進
む
」
と
あ
る
「
陳
情
を
奏
す
る

の
状
（
奏
陳
情
状
）」（
1971
）
に
い
う
、「
伏
し
て
以お
も

ふ
に
、
拾
遺
よ
り

京
兆
府
の
判
司
（
長
官
の
属
官
）
を
授
け
ら
る
る
は
、
往
年
の
（
翰

林
）
院
中
に
、
曽
て
此
の
（
前
）
例
有
り
。
資
序
（
官
位
）
は
（
左
拾

遺
と
）
相
類
し
、
俸
禄
は
稍
や
多
し
。
儻も

し
此
の
官
を
授
け
ら
る
れ

ば
、
臣
実
に
幸
甚
な
り
（
伏
以
、
自
拾
遺
授
京
兆
府
判
司
、
往
年
院

中
、
曽
有
此
例
。
資
序
相
類
、
俸
禄
稍
多
。
儻
授
此
官
、
臣
実
幸
甚
）」

と
。
こ
の
希
望
が
容
れ
ら
れ
、
京
兆
府
戸
曹
参
軍
を
授
け
ら
れ
た
の

は
、
五
月
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
居
易
は
「
官
を
謝
す
る
状

（
謝
官
状
）」（
1972
）
を
進
上
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
況
ん
や
前
件
の

官
（
京
兆
府
戸
曹
参
軍
）、
位
望
は
小
な
り
と
雖
も
、
俸
料
は
稍
や
優

り
、
臣
今
之
を
得
る
は
、
貴
位
に
登
る
に
勝
る
を
や
（
況
前
件
官
、
位

望
雖
小
、
俸
料
稍
優
、
臣
今
得
之
、
勝
登
貴
位
）」
と
。
白
居
易
が
戸
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曹
参
軍
の
職
を
望
ん
だ
の
は
、
一
般
に
は
「
母
に
孝
養
を
尽
く
せ
る
官

職
で
あ
る
か
ら
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
臣
今
之
を
得
る

は
、
貴
位
に
登
る
に
勝
る
を
や
」
と
い
う
表
現
に
は
、
敢
え
て
「
貴
位

に
登
る
」
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

居
易
の
気
持
ち
が
滲
む
。
そ
れ
は
、

同
じ
時
に
書
か
れ
た
「
初
め
て
戸
曹
に
徐
せ
ら
れ
、
喜
び
て
志
を
言
ふ

（
初
除
戸
曹
、
喜
而
言
志
）」（
0197
）
を
読
め
ば
明
か
で
あ
る
。
任
官
祝

い
に
来
た
客
に
、
詩
の
後
半
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　

我
に
平
生
の
志
有
り
、
酔
後
君
が
為
に
陳
べ
ん
／
人
生
百
歳
の

期
、
七
十
な
る
は
幾
人
か
有
る
／
浮
栄
と
虚
位
と
、
皆
是
れ
身
の

賓
な
り
／
唯
だ
衣
と
食
と
有
り
、
此
の
事
粗
ぼ
身
（
生
命
）
に
関

す
／
苟
も
飢
寒
を
免
る
る
の
外
、
餘
物
は
尽
く
浮
雲

　
　
　

我
有
平
生
志
、
酔
後
為
君
陳
。
人
生
百
歳
期
、
七
十
有
幾
人
。

　
　
　

浮
栄
及
虚
位
、
皆
是
身
之
賓
。
唯
有
衣
与
食
、
此
事
粗
関
身
。

　
　
　

苟
免
飢
寒
外
、
餘
物
尽
浮
雲
。

　

居
易
の
「
平
生
の
志
」
と
は
、「
浮
栄
と
虚
位
と
、
皆
是
れ
身
の
賓

（
外
物
）
な
り
」「
苟
も
飢
寒
を
免
る
る
の
外
、
餘
物
は
尽
く
浮
雲
」
と

い
う
考
え
の
実
践
で
あ
っ
た
。
戸
曹
参
軍
へ
の
転
職
は
ま
さ
に
そ
れ
で

あ
り
、
居
易
は
自
ら
「
貴
位
に
登
る
」
こ
と
を
「
望
ま
な
か
っ
た
」
の

で
あ
る
。
そ
の
選
択
は
一
定
の
満
足
を
も
た
ら
し
た
。
転
居
し
た
宣

平
里
に
お
け
る
閑
居
に
つ
い
て
「
秋
居　

懐
を
書
す
（
秋
居
書
懐
）」

（
0198
）
詩
に
い
う
。

　
　

門
前
賓
客
少
な
く
、
階
下
松
竹
多
し
／
秋
景
西
牆
に
下
り
、
涼
風

東
屋
に
入
る
／
…
…
／
丈
室
身
を
容
る
べ
く
、
斗
儲
腹
を
充
た
す

べ
し
／
況
ん
や
治
道
の
術
無
く
、
坐ゐ

な
が
ら
官
家
の
禄
を
受
く
／

一
株
の
桑
を
種
ゑ
ず
、
一
壠
の
穀
を
鋤
か
ず
／
終
朝
飯
飡
に
飽

き
、
卒
歳
衣
服
に
豊
か
な
り
／
此
を
持
し
て
愧
心
を
知
れ
ば
、
自

然
に
足
る
こ
と
を
為
し
易
し

　
　
　

門
前
少
賓
客
、
階
下
多
松
竹
。
秋
景
下
西
牆
、
涼
風
入
東
屋
…

　
　
　

丈
室
可
容
身
、
斗
儲
可
充
腹
。
況
無
治
道
術
、
坐
受
官
家
禄
。

　
　
　

不
種
一
株
桑
、
不
鋤
一
壠
穀
。
終
朝
飽
飯
飡
、
卒
歳
豊
衣
服
。

　
　
　

持
此
知
愧
心
、
自
然
易
為
足
。

　

さ
ら
に
同
年
末
に
詠
ん
だ
「
几
に
隠よ

る
（
隠
几
）」（
0232
）
に
い
う
。

　
　

身
適
し
て
四
支
を
忘
れ
、
心
適
し
て
是
非
を
忘
る
／
既
に
適
し
て

又
適
を
忘
る
、
知
ら
ず
吾
是
れ
誰
な
る
か
を
／
…
…
／
今
日
は
復

た
何
の
日
ぞ
、
身
心
忽
ち
両
な
が
ら
遺
る
／
行
年
三
十
九
、
歳
暮

日
斜
め
な
る
時
／
四
十
に
し
て
心
動
か
ず
、
吾
今
其
れ
庶ち

幾か

し

　
　
　

身
適
忘
四
支
、
心
適
忘
是
非
。
既
適
又
忘
適
、
不
知
吾
是
誰
…

　
　
　

今
日
復
何
日
、
身
心
忽
両
遺
。
行
年
三
十
九
、
歳
暮
日
斜
時
。

　
　
　

四
十
心
不
動
、
吾
今
其
庶
幾
。　
　

　
「
几
に
隠
る
」（
脇
息
に
寄
り
か
か
る
）
の
詩
題
は
、『
荘
子
』
斉
物

論
篇
に
「
南
郭
子
綦
、
几
に
隠
り
て
坐
し
、
天
を
仰
い
で
嘘
す
」
と
あ

る
の
に
よ
る
。
朱
子
は
「
此
れ
楽
天
、
文
を
以
て
滑
稽
（
お
ど
け
）
す

る
な
り
」（『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
〇
、「
論
文
（
詩
）」
下
）
と
い
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
宣
平
里
で
の
閑
居
は
快
適
な
も
の
で
あ
っ
た
。
居
易
が

憧
れ
た
呉
丹
は
、
儒
玄
兼
学
だ
が
、
特
に
道
家
で
身
を
持
し
た
人
。
居

易
の
神
道
碑
に
「
既
に
冠
す
れ
ば
、
道
書
を
喜
び
、
真
籙
を
奉
じ
、
毎



八

に
専
気
入
静
、
不
粒
食
な
る
者こ
と

累
歳
。
顥
気
充
ち
て
丹
田
沢う
る
お

ひ
、
飄

然
と
し
て
出
世
の
心
有
り
」
と
い
う
（「
故
饒
州
刺
史
呉
府
君
神
道
碑

銘
并
序
」
2926
）。「
几
に
隠
る
」
詩
は
、
こ
う
し
た
呉
丹
の
道
家
風
を
こ

と
さ
ら
真
似
て
、
強
調
し
た
姿
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

翌
元
和
六
年
の
春
も
、
平
和
で
あ
っ
た
。「
春
眠
」（
0233
）
の
詩
に
い

う
。

　
　

新
た
に
浴
し
て
支
体
暢
び
、
独
り
寝
ね
て
神
魄
安
し
／
況
ん
や
夜

深
る
ま
で
坐
す
る
に
因
り
て
、
遂
に
日
高
く
る
ま
で
眠
る
を
成
す

を
や
／
春
被
薄
き
も
亦
た
暖
か
く
、
朝
窗
深
く
し
て
更
に
閑
な
り

／
都
て
人
間
の
事
を
忘
れ
、
枕
上
の
仙
を
得
る
に
似
た
り
／
至
適

は
夢
想
無
く
、
大
和
は
名
言
し
難
し
／
全
く
彭
沢
の
酔
ひ
に
勝

り
、
曹
渓
の
禅
に
敵
せ
ん
と
欲
す
／
何
物
か
我
を
呼
び
て
覚
ま

す
、
伯
労
声
関
関
た
り
／
起
き
来
れ
ば
妻
子
笑
ふ
、
生
計
春
落
然

た
り

　
　
　

新
浴
支
体
暢
、
独
寝
神
魄
安
。
況
因
夜
深
坐
、
遂
成
日
高
眠
。

　
　
　

春
被
薄
亦
暖
、
朝
窗
深
更
閑
。
都
忘
人
間
事
、
似
得
枕
上
仙
。

　
　
　

至
適
無
夢
想
、
大
和
難
名
言
。
全
勝
彭
沢
酔
、
欲
敵
曹
渓
禅
。

　
　
　

何
物
呼
我
覚
、
伯
労
声
関
関
。
起
来
妻
子
笑
、
生
計
春
落
然
。

　

要
す
る
に
、
元
和
五
年
の
居
易
は
、
左
拾
遺
と
し
て
奮
闘
し
た
軋
轢

か
ら
、「
宜
し
く
当
に
早
く
罷
め
去
り
、
雲
泉
の
身
を
収
取
す
べ
し
」

と
、「
独
善
・
閑
居
」
へ
の
志
向
を
強
め
て
い
た
。
四
月
に
は
「
青
山

隠
棲
」
か
「
市
中
閑
居
」
か
揺
れ
る
心
境
を
詠
っ
た
が
、
や
が
て
太
子

通
事
舎
人
呉
丹
の
生
き
方
を
知
り
「
市
中
閑
居
」
を
決
行
。
戸
曹
参
軍

へ
転
職
を
願
い
出
、
宣
平
里
に
転
居
し
て
、「
市
中
の
閑
居
」
を
始
め

た
。
そ
の
暮
ら
し
を
居
易
は
喜
び
、
満
足
を
覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

三　

下
邽
へ
の
不
適
応
と
長
安
復
帰
へ
の
動
き

　

と
こ
ろ
が
、
元
和
六
年
四
月
三
日
、
母
陳
氏
が
五
十
七
歳
で
亡
く

な
っ
た
。
居
易
は
た
だ
ち
に
京
兆
府
戸
曹
参
軍
・
翰
林
学
士
を
辞
め
、

下
邽
に
退
居
。
以
後
、
三
年
七
ヶ
月
ほ
ど
下
邽
で
の
生
活
が
続
く
。
こ

の
時
期
は
、
別
稿（
７
）で
論
じ
た
よ
う
に
、
居
易
が
「
閑
適
へ
の
決
意
」
を

固
め
た
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
代
表
作
と
し
て
「
適
意
二
首
」（
0236
・

0237
）
を
あ
げ
て
お
く
。「
其
の
一
」
に
い
う
。

　
　

十
年
旅
客
と
為
り
、
常
に
飢
寒
の
愁
ひ
有
り
／
三
年
諫
官
と
作

り
、
復
た
尸
素
（
無
駄
飯
食
い
）
の
羞
多
し
／
酒
有
れ
ど
も
飲
む

に
暇
あ
ら
ず
、
山
有
れ
ど
も
遊
ぶ
を
得
ず
／
豈
に
平
生
の
志
無
か

ら
ん
や
、
拘
攣

0

0

（
官
職
や
地
位
に
束
縛
）
せ
ら
れ
て
自
由
な
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

／
一
朝
渭
上
に
帰
り
、
泛
た
る
こ
と
繋
が
ざ
る
舟
の
如
し
／
心
を

世
事
の
外
に
置
き
、
喜
び
も
無
く
亦
た
憂
い
も
無
し
／
終
日
一
蔬

食
、
終
年
一
布
裘
／
寒
来
弥
よ
嬾
放
、
数
日
に
一
た
び
頭
を
梳
る

／
朝
に
は
睡
り
足
り
て
始
め
て
起
き
、
夜
に
は
酌
み
酔
ゑ
ば
即
ち

休
む
／
人
心
は
適
に
過
ぎ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

、
適
の
外
復
た
何
を
か
求
め
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　
　

十
年
為
旅
客
、
常
有
飢
寒
愁
。
三
年
作
諫
官
、
復
多
尸
素
羞
。

　
　
　

有
酒
不
暇
飲
、
有
山
不
得
遊
。
豈
無
平
生
志
、
拘
攣
不
自
由
。

　
　
　

一
朝
帰
渭
上
、
泛
如
不
繋
舟
。
置
心
世
事
外
、
無
喜
亦
無
憂
。



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
三
〕

九

　
　
　

終
日
一
蔬
食
、
終
年
一
布
裘
。
寒
来
弥
嬾
放
、
数
日
一
梳
頭
。

　
　
　

朝
睡
足
始
起
、
夜
酌
酔
即
休
。
人
心
不
過
適
、
適
外
復
何
求
。

　
「
其
の
二
」
に
い
う
。

　
　

早
歳　

旅
遊
に
従
ひ
、
頗
る
時
俗
の
意
を
諳
ん
ず
／
中
年
班
列
を

忝
な
く
し
、
備
に
朝
廷
の
事
を
見
る
／
客
と
作
る
は
誠
に
已
に
難

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

き
も

0

0

、
臣
と
為
る
は
尤
も
易
か
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

／
況
や
予
は
方
（
方
直
）
に

し
て
且
つ
介
（
狷
介
）、
挙
動
忤
累
多
き
を
や
／
道
を
直
く
し
て

は
我
が
尤
め
を
速
や
か
に
す
る
も
、
詭
遇
（
不
正
な
手
段
）
は
我

が
志
に
非
ず
／
胸
中
十
年
の
内
、
顥
然
の
気
を
銷
尽
す
／
田
畝
に

返
り
て
よ
り
、
頓
に
憂
愧
無
き
を
覚
ゆ
／
蟠
木
は
用
施
し
難
く
、

浮
雲
は
心
遂
げ
易
し
／
悠
悠
た
り
身
と
世
と

0

0

0

0

0

0

0

0

、
此
よ
り
両
つ
な
が

0

0

0

0

0

0

0

ら
相
棄
て
ん

0

0

0

0

0

　
　
　

早
歳
従
旅
遊
、
頗
諳
時
俗
意
。
中
年
忝
班
列
、
備
見
朝
廷
事
。

　
　
　

作
客
誠
已
難
、
為
臣
尤
不
易
。
況
予
方
且
介
、
挙
動
多
忤
累
。

　
　
　

直
道
速
我
尤
、
詭
遇
非
我
志
。
胸
中
十
年
内
、
銷
尽
顥
然
気
。

　
　
　

自
従
返
田
畝
、
頓
覚
無
憂
愧
。
蟠
木
用
難
施
、
浮
雲
心
易
遂
。

　
　
　

悠
悠
身
与
世
、
従
此
両
相
棄
。　

　

こ
こ
に
は
左
拾
遺
で
あ
っ
た
足
か
け
三
年
の
不
自
由
と
ス
ト
レ
ス
、

下
邽
に
お
け
る
解
放
と
閑
適
へ
の
決
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　

元
和
六
年
十
月
八
日
に
は
、
下
邽
に
祖
父
母
や
父
を
改
葬
。
母
と
娘

を
埋
葬
し
た
。
元
和
八
年
二
月
二
十
五
日
に
は
末
弟
と
外
祖
母
の
改
葬

も
済
ま
せ
、
下
邽
は
、
名
実
共
に
白
家
の
「
墳
墓
の
地
」
と
な
っ
た
。

太
原
か
ら
韓
城
に
分
か
れ
た
白
家
の
一
族
が
下
邽
に
移
り
住
ん
だ
の

は
、
曾
祖
父
白
温
の
時（
８
）。
次
の
「
西
原
晩
望
」（
0474
・
元
和
七
～
元
和

八
年
）
を
読
め
ば
、
居
易
自
身
も
死
後
は
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
る
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
半
に
い
う
。

　
　

近
歳
始
め
て
家
を
移
し
て
、
飄
然
と
し
て
此
の
村
に
住
む
／
新
屋

五
六
間
、
古
槐
八
九
樹
／
便
ち
是
れ
衰
病
の
身
、
此
の
生
終
老
の

処

　
　
　

近
歳
始
移
家
、
飄
然
此
村
住
。
新
屋
五
六
間
、
古
槐
八
九
樹
。

　
　
　

便
是
衰
病
身
、
此
生
終
老
処
。　

　

し
か
し
、
墳
墓
の
地
に
定
め
た
下
邽
は
、
平
地
に
丘
が
点
在
す
る
農

村
で
あ
り
、「
山
の
詩
人
」
居
易
の
本
性
に
適
う
土
地
柄
、
風
土
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
詩
を
仔
細
に
読
め
ば
、
し
ば
し
ば
下
邽
へ
の

不
適
合
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
代
表
例
と
し
て
「
村
東
の
古
塚
に
登

る
（
登
村
東
古
塚
）」（
0459
・
元
和
八
年
）
に
い
う
。

　
　

高
低
あ
り
古
時
の
塚
、
上
に
牛
羊
の
道
有
り
／
独
り
立
つ
最
高
の

頭
、
悠
な
る
哉
此
の
懐
抱
／
頭
を
廻
ら
し
て
村
に
向
か
ひ
て
望
め

ば
、
但
だ
荒
田
の
草
を
見
る
の
み
／
村
人
花
を
愛
せ
ず
、
多
く
栗

と
棗
と
を
種
う
／
此
の
村
に
来
た
り
住
し
て
よ
り
、
風
光
の
好
き

を
覚
え
ず
／
花
は
少
な
く
し
て
鶯
も
亦
た
稀
な
り
、
年
年
春
暗
に

老
ゆ

　
　
　

高
低
古
時
塚
、
上
有
牛
羊
道
。
独
立
最
高
頭
、
悠
哉
此
懐
抱
。

　
　
　

廻
頭
向
村
望
、
但
見
荒
田
草
。
村
人
不
愛
花
、
多
種
栗
与
棗
。

　
　
　

自
来
此
村
住
、
不
覚
風
光
好
。
花
少
鶯
亦
稀
、
年
年
春
暗
老
。

　

下
邽
は
、
居
易
に
と
っ
て
「
白
家
の
墳
墓
の
地
」
で
は
あ
っ
て
も
、



一
〇

「
真
の
故
郷
」
と
は
感
じ
得
な
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
居
易
の

本
性
と
不
適
合
な
「
反
故
郷
」
で
あ
り
、
こ
の
不
適
合
感
は
、
下
邽
の

地
へ
自
身
が
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
結
果
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

　

元
和
九
年
の
四
月
に
三
年
の
服
喪
期
間
が
終
わ
る
と
、
長
安
復
帰
に

向
け
て
、
周
囲
か
ら
様
々
な
働
き
か
け
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
。「
袁
相

の
書
を
得
た
り
（
得
袁
相
書
）」（
0781
）
に
い
う
。

　
　

穀
苗
深
き
処
一
農
夫
、
面
黒
く
頭
斑
に
し
て
手
に
鋤
を
把
れ
り
／

何
ぞ
意お
も

は
ん
使
人
猶
ほ
我
を
識
り
、
田
に
就
き
来
た
り
て
送
る
相

公
の
書

　
　
　

穀
苗
深
処
一
農
夫
、
面
黒
頭
斑
手
把
鋤
。
何
意
使
人
猶
識
我
、

就
田
来
送
相
公
書
。

　

元
和
八
年
に
戸
部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
た
袁
滋
か
ら
手
紙
が
届
い
た
の

で
あ
る
。
長
安
復
帰
に
関
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
銭
徽
（
0782
・
0797
）
や
樊

宗
師
（
0786
）
ら
友
人
か
ら
も
手
紙
が
来
た
。
李
建
は
馬
を
贈
っ
て
き
た

よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
辞
退
し
て
い
る
。「
李
十
一
に
馬
を
還
す
（
還
李

十
一
馬
）」（
0798
）
に
い
う
。

　
　

伝
語
す
李
君
馬
を
労
寄
す
と
、
病
来
唯
だ
杖
に
拄さ
さ

へ
ら
れ
身
を
扶

く
／
縦
ひ
強
ひ
て
騎
ら
ん
と
擬
す
る
も
出
づ
る
に
処
無
し
、
却
っ

て
将
て
牽
き
与
へ
よ
朝
に
趂お
も
む

く
人
に

　
　
　

伝
語
李
君
労
寄
馬
、
病
来
唯
拄
杖
扶
身
。
縦
擬
強
騎
無
出
処
、

却
将
牽
与
趂
朝
人
。

　

李
建
が
馬
を
贈
っ
た
の
は
、
復
帰
の
準
備
を
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ

う
。
居
易
は
、「
帰
田
三
首
其
の
二
」（
0245
・
元
和
七
年
）
に
「
田
を
種

う
る
は
計
已
に
決
す
、
決
意
復
た
何
如
。
馬
を
売
り
黄
犢
（
子
牛
）
を

買
ひ
、
徒
歩
し
て
田
廬
に
帰
る
。」
と
述
べ
て
い
た
。
下
邽
退
居
の
際
、

馬
を
売
り
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
安
復
帰
の
際
、
最
も
重
要
な
点
は
、
ど
の
よ
う
な
官
職
を
望
む

か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
希
望
実
現
の
た
め
に
は
、
朝
廷
内
の
事
情

と
、
居
易
の
希
望
と
を
折
り
合
わ
せ
る
「
仲
介
役
」
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
を
買
っ
て
出
た
友
人
の
う
ち
、
お
そ
ら
く
礼
部
侍
郎
の
崔
羣
と
翰

林
院
の
銭
徽
、
こ
の
二
人
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
両

名
に
宛
て
た
長
篇
詩
が
、
元
和
九
年
の
「
渭
村
に
退
居
し
、
礼
部
の
崔

侍
郎
・
翰
林
の
銭
舎
人
に
寄
す
る
詩
一
百
韻
（
渭
村
退
居
、
寄
礼
部
崔

侍
郎
・
翰
林
銭
舎
人
詩
一
百
韻
）」（
0807
）
で
あ
る
。
詩
の
前
段
で
は
下

邽
退
去
後
の
生
活
や
心
情
が
描
写
さ
れ
、
中
段
で
は
、
朝
官
で
あ
っ
た

時
期
、
二
人
と
肝
胆
相
照
ら
す
仲
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
懐
古
さ
れ
て
い

る
。
以
下
で
は
、
後
段
、
朝
廷
復
帰
に
向
け
た
動
向
と
居
易
の
心
境
が

表
現
さ
れ
た
箇
所
を
抜
粋
す
る
。

　
　

殷
勤
な
り
翰
林
の
主
、
珍
重
す
礼
闈
の
郎
／
喣
沫

0

0

（
援
助
）
誠
に

0

0

多
謝
す
る
も

0

0

0

0

0

、
搏
扶

0

0

（
飛
躍
）
豈
に
望
む
所
な
ら
ん
や

0

0

0

0

0

0

0

0

0

／
提
攜
す

れ
ど
も
気
力
を
労
し
、
吹
簸
す
れ
ど
も
飛
揚
せ
ず
／
拙
劣
才
何
ぞ

用
ひ
ん
、
龍
鍾
（
失
意
の
さ
ま
）
分
自
ら
当
る
／
…
…
／
不
動
を

吾
が
志
と
為
し
、
無
何
は
是
れ
我
が
郷
な
り
／
憐
れ
む
べ
し
身
と

世
と
、
此
れ
よ
り
両
な
が
ら
相
忘
れ
ん

　
　
　

殷
勤
翰
林
主
、
珍
重
礼
闈
郎
。
喣
沫
誠
多
謝
、
搏
扶
豈
所
望
。

　
　
　

提
攜
労
気
力
、
吹
簸
不
飛
揚
。
拙
劣
才
何
用
、
龍
鍾
分
自
当
。



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
三
〕

一
一

　
　
　

不
動
為
吾
志
、
無
何
是
我
郷
。
可
憐
身
与
世
、
従
此
両
相
忘
。

　

こ
こ
に
は
、
居
易
を
引
き
立
て
ん
と
す
る
両
友
へ
の
感
謝
と
、
に
も

か
か
わ
ず
、
自
分
に
は
出
世
飛
躍
の
意
志
は
な
く
、
不
動
の
心
境
を
守

り
、
閑
居
し
て
世
俗
の
こ
と
は
忘
れ
た
い
、
と
い
う
希
望
が
表
明
さ
れ

て
い
る
。
銭
徽
と
崔
羣
が
中
心
と
な
っ
て
、
顕
官
へ
の
復
帰
を
画
策
、

打
診
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
、
居
易
は
、
ポ
ー
ズ

で
は
無
く
、
お
そ
ら
く
真
剣
に
そ
れ
を
謝
絶
し
た
。
望
め
ば
手
に
入
っ

た
は
ず
の
顕
官
へ
の
復
帰
を
、
居
易
は
な
ぜ
拒
否
し
た
の
か
。
そ
の
原

因
の
一
つ
は
、
先
に
「
客
と
作
る
は
誠
に
已
に
難
き
も
、
臣
と
為
る
は

尤
も
易
か
ら
ず
」（「
適
意
」
其
の
二
）
と
述
べ
て
い
た
よ
う
な
、
諫
官

時
代
に
体
験
し
た
、
強
烈
な
ス
ト
レ
ス
の
再
現
を
回
避
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
の
居
易
は
、
悟
真
寺
と

の
運
命
的
な
出
会
い
を
体
験
し
て
い
た
。
こ
の
体
験
が
ど
の
よ
う
な
心

理
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
節
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　

四　

山
の
詩
人
②
―
悟
真
寺
へ
の
憧
れ
と
「
故
郷
」
の
発
見

　

元
和
九
年
八
月
中
旬
、
白
居
易
は
藍
田
県
の
南
、
王
順
山
に
あ
る
悟

真
寺
に
遊
ん
だ
。
そ
の
様
子
を
紀
行
風
に
記
し
た
長
篇
詩
が
「
悟
真
寺

に
遊
ぶ
一
百
三
十
韻
（
遊
悟
真
寺
一
百
三
十
韻
）」（
0264
）
で
あ
る
。
冒

頭
に
い
う
。

　
　

元
和
九
年
の
秋
、
八
月　

月
の
上
弦
／
我
悟
真
寺
に
遊
ぶ
、
寺
は

王
順
山
に
在
り
…
…

　
　
　

元
和
九
年
秋
、
八
月
月
上
弦
。
我
遊
悟
真
寺
、
寺
在
王
順
山
…

　

以
下
、
王
順
山
悟
真
寺
に
遊
ん
だ
「
五
昼
夜
」
の
様
子
が
詳
細
に
描

写
さ
れ
て
ゆ
く
。
居
易
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
悟
真
寺
を
訪
れ
た
の
か
。

憶
測
す
れ
ば
、
か
つ
て
藍
田
山
に
住
ん
で
い
た
銭
徽
が
、
こ
の
元
和
九

年
に
、
居
易
の
春
先
か
ら
の
眼
病
等
を
心
配
し
、
重
ね
て
手
紙
を
寄
越

し
て
い
る
（「
病
中
作
」
0782
・「
得
銭
舎
人
書
問
眼
疾
」
0797
）。
父
の
銭

起
に
は
「
登
玉
山
諸
峯
、
偶
至
悟
真
寺
」
詩
（『
銭
考
功
集
』
巻
二
）

も
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
縁
が
重
な
り
、
喪
の
明
け
た
好
時
節
に
、
か
ね

て
銭
徽
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
探
訪
を
思
い
立
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。

　

な
お
、
関
連
の
詩
に
「
藍
田
山
に
遊
ん
で
居
を
卜
す
（
遊
藍
田
山
卜

居
）」（
0250
）、「
悟
真
寺
に
遊
び
、
山
下
を
廻
り
、
張
殷
衡
に
別
る
（
遊

悟
真
寺
、
廻
山
下
、
別
張
殷
衡
）」（
0784
・
元
和
九
年
）
が
あ
る
。
前
者

（
0250
）
の
繋
年
に
つ
い
て
は
、
元
和
七
年
説
（
花
房
・
朱
金
城
）
と
元

和
九
年
説
（
羅
聯
添
）
の
二
つ
が
あ
る
。
他
二
作
の
内
容
と
の
一
致
、

及
び
元
和
七
年
は
な
お
喪
中
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
三
詩

は
何
れ
も
、
元
和
九
年
八
月
中
旬
に
悟
真
寺
を
訪
れ
た
際
の
作
品
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
悟
真
寺
に
遊
ぶ
一
百
三
十
韻
（
遊
悟
真
寺
一
百
三
十
韻
）」
詩
の
最

後
に
い
う
。

　
　

霊
境
と
異
跡
と
、
周
覧
し
て
殫つ

く
さ
ざ
る
無
し
／
一
遊
五
昼
夜
、

返
ら
ん
と
欲
し
て
仍
ほ
盤
桓
す
／
我
は
本

0

0

0　

山
中
の
人

0

0

0

0

、
誤
っ
て

時
網
の
為
に
牽
か
る
／
牽
率
し
て
書
を
読
ま
し
め
ら
れ
、
推
挽
し



一
二

て
官
に
效
さ
し
め
ら
る
／
既
に
文
字
の
科
に
登
り
、
又
諫
諍
の
員

を
忝
う
す
／
拙
直
に
し
て
時
に
合
は
ず
、
益
無
く
し
て
素
飡
に
同

じ
／
此
を
以
て
自
ら
慙
惕
し
、
戚
戚
と
し
て
常
に
歓
び
寡
な
し
／

成
る
無
く
し
て
心
力
尽
き
、
未
だ
老
い
ざ
る
に
形
骸
残
す
／
今
来

簪
組
を
脱
し
、
始
め
て
憂
患
を
離
る
る
を
得
た
り
／
山
水
の
遊
を

為
す
に
及
ん
で
、
弥
よ
疏
頑
を
縦
に
す
る
を
得
た
り
／
野
麋
は
羈

絆
を
断
ち
、
行
走
拘
攣
無
し
／
池
魚
は
放
た
れ
て
海
に
入
り
、
一

往　

何
れ
の
時
に
か
還
ら
ん
／
身
に
居
士
の
衣
を
著
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
手
に
南

華
の
篇
を
把
る
／
終
に
此
の
山
に
来
た
り
て
住
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
永
く
区
中
の

0

0

0

0

0

縁
を
謝
せ
ん

0

0

0

0

0

／
我
今
四
十
餘
、
此
よ
り
身
を
終
わ
る
ま
で
閑
な
ら

ん
／
若
し
七
十
を
以
て
期
せ
ば
、
猶
ほ
三
十
年
を
得
ん

　
　
　

霊
境
与
異
跡
、
周
覧
無
不
殫
。
一
遊
五
昼
夜
、
欲
返
仍
盤
桓
。

　
　
　

我
本
山
中
人
、
誤
為
時
網
牽
。
牽
率
使
読
書
、
推
挽
令
效
官
。

　
　
　

既
登
文
字
科
、
又
忝
諫
諍
員
。
拙
直
不
合
時
、
無
益
同
素
飡
。

　
　
　

以
此
自
慙
惕
、
戚
戚
常
寡
歓
。
無
成
心
力
尽
、
未
老
形
骸
残
。

　
　
　

今
来
脱
簪
組
、
始
覚
離
憂
患
。
及
為
山
水
遊
、
弥
得
縦
疏
頑
。

　
　
　

野
麋
断
羈
絆
、
行
走
無
拘
攣
。
池
魚
放
入
海
、
一
往
何
時
還
。

　
　
　

身
著
居
士
衣
、
手
把
南
華
篇
。
終
来
此
山
住
、
永
謝
区
中
縁
。

　
　
　

我
今
四
十
餘
、
従
此
終
身
閑
。
若
以
七
十
期
、
猶
得
三
十
年
。

　

即
ち
、「
自
分
は
本
来
『
山
中
の
人
』
だ
が
、
諫
官
と
な
り
身
心
を

消
耗
し
つ
く
し
た
。
下
邽
退
居
後
『
憂
患
を
離
』
れ
、
山
水
の
遊
び
も

自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
こ
の
山
に
来
て
住
み
、

三
十
年
の
余
生
を
閑
適
に
暮
ら
す
の
だ
」
と
。
最
後
に
表
明
さ
れ
た

「
閑
適
へ
の
決
意
」
は
、
先
に
見
た
「
適
意
」
二
首
に
「
人
心
は
適
に

過
ぎ
ず
、
適
の
外
復
た
何
を
か
求
め
ん
」（
其
の
一
）、「
悠
悠
た
り
身

と
世
と
、
此
よ
り
両
つ
な
が
ら
相
棄
て
ん
」（
其
の
二
）
と
あ
っ
た
決

意
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
身
に
居
士
の
衣
を
著
け
」
と

あ
る
が
、
こ
の
姿
は
後
の
「
香
山
居
士
」
白
居
易
の
原
型
だ
ろ
う
。

　

王
順
山
の
悟
真
寺
近
く
に
終
の
棲
家
を
得
た
い
と
い
う
願
望
は
、

「
藍
田
山
に
遊
ん
で
居
を
卜
す
（
遊
藍
田
山
卜
居
）」
詩
に
も
表
明
さ
れ

て
い
る
。

　
　

腰
下
の
組
を
脱
ぎ
置
き
、
心
中
の
塵
を
擺は
ら

ひ
落
す
／
朝
に
は
玉
峯

の
下
を
蹋
み
、
暮
に
は
藍
水
の
濱
を
尋
ぬ
／
行
歌
し
て
山
に
望
ん

で
去
く
、
意
は
郷
に
帰
る
人
に
似
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

／
幽
僻
の
地
を
求
め
て
、

疎
慵
の
身
を
安
置
せ
ん
と
擬
す
／
本
性　

山
寺
を
便
と
す

0

00

0

0

0

0

0

0

、
応
に

須
く
悟
真
に
旁
ふ
べ
し

　
　
　

脱
置
腰
下
組
、
擺
落
心
中
塵
。
行
歌
望
山
去
、
意
似
帰
郷
人
。

　
　
　

朝
蹋
玉
峯
下
、
暮
尋
藍
水
濱
。
擬
求
幽
僻
地
、
安
置
疎
慵
身
。

　
　
　

本
性
便
山
寺
、
応
須
旁
悟
真
。

　

こ
の
詩
は
先
の
「
一
百
三
十
韻
」
詩
の
縮
約
版
で
あ
る
。「
朝
に
は

…
…
」「
暮
に
は
…
…
」
の
二
句
は
、「
一
百
三
十
韻
」
の
「
暁
に
尋
ぬ

…
…
」「
西
北　

日
落
つ
る
時
…
…
」
以
下
の
表
現
と
対
応
す
る
だ
ろ

う
。
詩
に
拠
れ
ば
、
居
易
は
実
際
、
悟
真
寺
付
近
に
住
居
の
た
め
の

土
地
を
探
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
悟
真
寺
付
近
か
と
い
え
ば
、「
本
性   

山
寺
を
便
と
す
」
る
か
ら
。
即
ち
、
自
分
は
生
来
、
山
寺
が
性
に
合
う

人
間
だ
か
ら
、
で
あ
る
。
居
易
に
と
っ
て
は
、「
自
分
の
本
性
に
適
う
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土
地
」
で
な
け
れ
ば
「
真
の
故
郷
」
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
藍
田
山0

悟
真
寺0

は
、
正
に
「
真
の
故
郷
」
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
。「
行
歌
し
て

山
に
望
ん
で
去
く
、
意
は
郷
に
帰
る
人
に
似
た
り
」
の
句
に
は
、「
真

の
故
郷
」
と
出
会
え
た
喜
び
が
現
れ
て
い
る
。

　

こ
の
実
感
は
、
居
易
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
二
年
後
の
元
和
十
一
年
秋
に
、
香
爐
峯
と
遺
愛
寺
と
の
間
に
位

置
す
る
「
廬
山
草
堂
の
土
地
」
と
出
会
っ
た
際
の
気
持
ち
を
、「
元
和

0

0

十
一
年
秋

0

0

0

0

、
太
原
の
人
白
楽
天
、
見
て
之こ
れ

（
そ
の
土
地
）
を
愛
す
る
こ

と
、
遠
行
の
客
の
故
郷

0

0

を
過
り
、
恋
恋
と
し
て
去
る
能
は
ざ
る
が
若

し
。
因
っ
て
…
…
草
堂
を
作
為
す
。」（「
草
堂
記
」
1472
）
と
表
現
し
て

い
る
事
実
と
、
時
空
を
越
え
て
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
思

い
を
、「
香
炉
峯
下　

新
た
に
草
堂
を
置
き
、
事
に
即
き
て
懐
を
詠
じ
、

石
上
に
題
す
」
詩
（
0303
）
で
は
「
終
老
の
地

0

0

0

0

を
獲
た
る
が
如
く
、
忽
乎

と
し
て
還
る
を
知
ら
ず
」
と
表
現
し
て
い
た
。

　

即
ち
、
元
和
九
年
秋
に
お
け
る
「
藍
田
（
王
順
）
山
悟
真
寺
」
と
の

出
会
い
は
、
元
和
十
一
年
秋
に
お
け
る
「
廬
山
（
遺
愛
寺
付
近
の
）
草

堂
の
土
地
」
と
の
出
会
い
の
、「
予
行
演
習
」
に
な
っ
て
い
る
。
逆
に

言
え
ば
、「
廬
山
草
堂
と
の
出
会
い
」
は
、「
悟
真
寺
と
の
出
会
い
」
の

「
再
現
」
な
の
で
あ
っ
た
。
両
所
の
環
境
は
、
何
れ
も
「
山
寺
を
便
と

す
」
る
居
易
の
本
性
に
適
う
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
真
の
故
郷
」

へ
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
が
し
た
。
後
年
、
長
慶
元
年
（
八
二
一
）
に

新
居
の
土
地
を
新
昌
里
に
求
め
た
際
の
詩
（「
新
昌
新
居
、
書
事
四
十

韻
」
1259
）
で
も
「
他
人
の
愛
す
る
を
覓
め
ず
、
唯
だ
自
性
を
将
て
便
と

す
る
の
み
（
不
覓
他
人
愛
、
唯
将
自
性
便
）」
と
述
べ
て
い
る
。
白
居

易
に
と
っ
て
居
住
地
を
選
ぶ
際
に
重
要
な
こ
と
は
、「
自
己
の
本
性
に

適
う
場
所
（
環
境
）
で
あ
る
か
否
か
」
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
長
安
復
帰
を
間
近
に
控
え
た
居
易
は
、
こ
の
時
す
ぐ
に
悟

真
寺
近
く
に
住
む
わ
け
に
は
い
か
ず
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
山
を

降
り
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
次
の
「
悟
真
寺
に
遊
び
、
山
下
を
廻
り
、
張

殷
衡
に
別
る
（
遊
悟
真
寺
、
廻
山
下
、
別
張
殷
衡
）」
は
、
そ
の
際
の

気
持
ち
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
張
殷
衡
」
に
つ
い
て
は
、

「
村
居
、
張
殷
衡
に
寄
す
（
村
居
、
寄
張
殷
衡
）」（
0785
・
元
和
九
年
）

に
「
聞
く
君
が
江
東
へ
発
し
去
ら
ん
と
欲
す
と
、
能
く
茅
庵
に
到
り
て

別
を
訪
ふ
や
無
や
（
聞
君
欲
発
江
東
去
、
能
到
茅
庵
訪
別
無
）」
と
あ

る
。
居
易
は
、
張
が
長
安
か
ら
江
東
へ
旅
立
つ
に
あ
た
り
、
下
邽
の
拙

宅
へ
彼
を
招
き
、
共
に
悟
真
寺
に
遊
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
張
は
下
山

後
、
ま
た
長
安
へ
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

世
縁
未
だ
了
ら
ざ
れ
ば
住
し
得
ず
／
青
山
に
孤
負
（
そ
む
く
）
す

る
心
共
に
知
れ
り
／
愁
ふ
ら
く
は
君
が
又
た
都
門
に
入
り
去
る
こ

と
を
／
即
ち
是
れ
紅
塵
の
眼
に
満
つ
る
時

　
　
　

世
縁
未
了
住
不
得
、
孤
負
青
山
心
共
知
。
愁
君
又
入
都
門
去
、

即
是
紅
塵
満
眼
時
。

　

こ
の
詩
の
「
青
山
」
は
、
悟
真
寺
の
あ
る
王
順
山
の
こ
と
。
先
に
見

た
元
和
五
年
四
月
の
「
青
龍
寺
早
夏
」
詩
に
も
「
青
山
は
寸
歩
の
地
、

自
ら
問
ふ
心
如
何
」
と
あ
っ
た
。
両
詩
の
「
青
山
」
を
比
較
す
れ
ば
、

元
和
五
年
の
時
点
で
は
、
呉
丹
の
生
き
方
に
触
発
さ
れ
「
林
丘
（
青



一
四

山
）」
で
は
な
く
、「
人
間
（
都
市
）」
に
「
閑
地
」
を
求
め
た
。
一
方
、

悟
真
寺
と
出
会
っ
た
元
和
九
年
八
月
に
は
、「
青
山
（
山
寺
）
閑
居
」

へ
の
願
望
が
、
著
し
く
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
銭
徽
や
崔
羣
が
顕
官
復
帰
を
画
策
し
て
く
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
居
易
が
そ
れ
を
謝
絶
し
た
気
持
ち
も
、
多
面
的
に
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。
諫
官
期
の
「
ス
ト
レ
ス
再
現
の
回
避
」
以
外
に
も
、

下
邽
退
居
期
に
固
め
た
「
閑
適
へ
の
決
意
」
や
、
悟
真
寺
と
の
出
会
い

に
よ
る
「
真
の
故
郷
の
発
見
」
な
ど
が
、
顕
官
拒
否
の
理
由
に
な
っ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
居
易
の
希
望
を
容
れ
、
友
人
が
斡

旋
し
た
結
果
、
与
え
ら
れ
た
官
職
が
、
太
子
左
賛
善
大
夫
で
あ
っ
た
。

　

五　

ま
と
め
に
代
え
て
―
太
子
左
賛
善
大
夫
と
昭
国
里

　

元
和
九
年
の
、
お
そ
ら
く
晩
秋
で
あ
ろ
う
か
、
長
安
に
復
帰
し
た

居
易
は
、
以
前
住
ん
だ
華
陽
観
の
旧
居
に
仮
の
宿
を
取
っ
た
。「
重
ね

て
華
陽
観
の
旧
居
に
到
る
（
重
到
華
陽
観
旧
居
）」（
0839
）
詩
に
い
う
。

「
憶
ふ
昔
初
め
て
年
三
十
二
、
当
時
秋
思
已
に
堪
へ
難
し
。
若
為
ぞ
重

ね
て
華
陽
院
に
入
る
、
病
鬢
愁
心
四
十
三
」
と
。
そ
の
後
、
冬
に
は
昭

国
里
に
家
を
借
り
、
長
安
で
の
生
活
を
再
開
。
太
子
左
賛
善
大
夫
に
任

命
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
朝
廷
へ
出
仕
し
た
。
う
ん
ざ
り
し
た
気
持
ち

を
、
次
の
詩
「
初
め
て
賛
善
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
早
朝
李
二
十
助
教
に

寄
す
（
初
授
賛
善
大
夫
、
早
朝
寄
李
二
十
助
教
）」（
0811
・
元
和
九
年
）

で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　

病
身
初
め
て
青
宮
（
東
宮
）
に
謁
せ
し
日
、
衰
貌
新
た
に
白
髪
を

垂
る
る
年
／
寂
寞
た
る
曹
司
は
熱
地
に
非
ず
、
蕭
条
た
る
風
雪
は

是
れ
寒
天
／
遠
坊
早
に
起
き
て
常
に
鼓
を
侵
し
、
痩
馬
行
く
こ
と

遅
く
し
て
苦
だ
鞭
を
費
す
／
一
種
君
と
共
に
官
職
冷
や
や
か
な

り
、
如
か
ず
猶
ほ
日
高
く
る
ま
で
眠
る
を
得
ん
に
は

　
　
　

病
身
初
謁
青
宮
日
、
衰
貌
新
垂
白
髪
年
。
寂
寞
曹
司
非
熱
地
、

　
　
　

蕭
条
風
雪
是
寒
天
。
遠
坊
早
起
常
侵
鼓
、
痩
馬
行
遅
苦
費
鞭
。

　
　
　

一
種
共
君
官
職
冷
、
不
如
猶
得
日
高
眠
。

　

し
か
し
、
こ
の
詩
を
根
拠
に
「
白
居
易
は
賛
善
大
夫
の
職
に
不
満
を

抱
い
て
い
た
」
と
断
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
「
李
二
十

助
教
」
李
紳
に
宛
て
た
も
の
だ
が
、
直
前
の
晩
秋
に
李
紳
へ
酬
い
た
詩

が
あ
る
。
そ
の
「
渭
村
に
て
李
二
十
の
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
（
渭
村
酬

李
二
十
見
寄
）」（
0810
・
元
和
九
年
）
に
い
う
。

　
　

百
里
の
韻
書　

何
ぞ
太
だ
遅
き
、
暮
秋
把
り
得
た
り
暮
春
の
詩
／

…
…
／
歎
く
莫
か
れ
学
官
の
貧
に
し
て
冷
落
せ
る
を
、
猶
ほ
勝
る

村
客
の
病
ん
で
支
離
す
る
に

　
　
　

百
里
韻
書
何
太
遅
、
暮
秋
把
得
暮
春
詩
…
莫
歎
学
官
貧
冷
落
、

　
　
　

猶
勝
村
客
病
支
離
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
先
の
詩
に
「
一
種
君
と
共
に
官
職
冷
や
や
か

な
り
、
如
か
ず
猶
ほ
日
高た

く
る
ま
で
眠
る
を
得
ん
に
は
」
と
あ
っ
た
の

は
、
晩
秋
に
は
「
村
客
」
よ
り
「
学
官
」
の
方
が
ま
し
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
や
君
と
同
じ
「
官
職
冷
や
や
か
」
の
身
に
な
っ
て
み
る
と
、
や

は
り
「
村
客
」
の
方
が
よ
か
っ
た
よ
、
と
い
う
自
嘲
、
か
つ
李
紳
へ
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の
「
共
感
的
挨
拶
」
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
で
居
易

は
、
閑
官
へ
転
身
し
た
自
己
を
客
観
視
し
「
苦
笑
い
」
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
真
冬
に
遠
距
離
を
出
仕
す
る
労
苦
は
事
実
に
せ
よ
、
そ
れ
は
居

を
昭
国
里
に
定
め
た
時
か
ら
「
覚
悟
の
前
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
か
ら

「
居
易
は
賛
善
大
夫
の
職
に
失
望
し
、
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
た
」
と
、

そ
の
感
情
を
断
定
す
る
の
は
、
誤
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
平
岡
氏

が
も
う
一
つ
根
拠
に
挙
げ
て
お
ら
れ
る
「
白
牡
丹
」（
0848
）
の
詩
も
同

断
だ
ろ
う
。

　
　

白
花
冷
淡
に
し
て
人
の
愛
す
る
無
き
も
、
亦
た
芳
名
を
占
め
て
牡

丹
と
道
ふ
／
応
に
東
宮
の
白
賛
善
の
、
人
に
還
た
朝
官
と
喚
び
作

さ
る
る
に
似
た
る
べ
し

　
　
　

白
花
冷
淡
無
人
愛
、
亦
占
芳
名
道
牡
丹
。
応
似
東
宮
白
賛
善
、

　
　
　

被
人
還
喚
作
朝
官
。

　

白
牡
丹
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
に
銭
徽
と
唱
和
し
た
「
白
牡
丹
の
詩   

銭
学
士
に
和
す
る
作
（
白
牡
丹
詩　

和
銭
学
士
作
）」（
0031
・
元
和
二
～

六
年
）
に
お
い
て
、
こ
う
詠
じ
て
い
た
。「
憐
れ
む
此
の
皓
然
の
質
、

人
無
く
し
て
自
ら
芳
馨
。
衆
は
嫌
へ
ど
も
我
独
り
賞
し
、
移
し
植
ゑ
て

中
庭
に
在
り
（
憐
此
皓
然
質
、
無
人
自
芳
馨
。
衆
嫌
我
独
賞
、
移
植
在

中
庭
）」。
白
牡
丹
は
、
居
易
が
特
に
愛
し
た
花
で
あ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
八
月
に
悟
真
寺
へ
同
行
し
た
張
殷
衡
が
、
長
安

を
離
れ
嵩
陽
（
洛
陽
東
北
の
県
）
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
張
山
人

の
嵩
陽
に
帰
る
を
送
る
（
送
張
山
人
帰
嵩
陽
）」（
0583
・
元
和
九
年
）
詩

に
い
う
。

　
　

黄
昏
惨
惨
と
し
て
天
微
か
に
雪
ふ
り
、
修
行
坊
西　

鼓
声
絶
ゆ
／

張
生
馬
は
痩
せ
衣
は
且
つ
単
な
り
、
夜
柴
門
を
扣た
た

き
て
我
と
別
る

／
…
…
／
酒
は
酣
に
し
て
火
は
煖
か
く
君
に
言
ふ
、
君
は
何
ぞ
関

に
入
り
て
又
関
を
出
づ
る
と
／
答
へ
て
云
ふ　

前
年
偶
々
山
を
下

り
、
四
十
余
月
長
安
に
客
た
り
／
長
安
は
古
来
名
利
の
地
に
し

て
、
空
手
に
し
て
金
無
け
れ
ば
行
路
は
難
し
／
…
…
／
春
明
門
、

門
前
は
便
ち
是
れ
嵩
山
の
路
／
幸
ひ
に
雲
泉
の
此
の
身
を
容
る
る

有
り
、
明
旦
君
を
辞
し
て
且
に
帰
り
去
ら
ん
と
す
と

　
　
　

黄
昏
惨
惨
天
微
雪
、
修
行
坊
西
鼓
声
絶
。
張
生
馬
痩
衣
且
単
、

夜
扣
柴
門
与
我
別
…
酒
酣
火
煖
与
君
言
、
君
何
入
関
又
出
関
。

答
云
前
年
偶
下
山
、
四
十
余
月
客
長
安
。
長
安
古
来
名
利
地
、

空
手
無
金
行
路
難
…
春
明
門
、
門
前
便
是
嵩
山
路
。

　
　
　

幸
有
雲
泉
容
此
身
、
明
旦
辞
君
且
帰
去
。

　

通
説
で
は
「
張
山
人
」
は
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
張
殷
衡
で
あ
る

こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
山
を
愛
す
る
「
山
人
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
居
易

は
彼
を
藍
田
山
や
悟
真
寺
へ
誘
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

賛
善
大
夫
と
し
て
昭
国
里
で
暮
ら
し
始
め
た
居
易
は
、
元
和
十
年
の

初
夏
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
「
朝
よ
り
帰
り
事
を
書
し
て

元
八
に
寄
す
（
朝
帰
事
書
寄
元
八
）」（
0266
）
詩
で
、
こ
う
詠
じ
て
い

る
。「
元
八
」
は
元
宗
簡
で
あ
る
。

　
　

進
ん
で
閤
前
に
入
り
て
拝
し
、
退
き
て
廊
下
に
就
き
て
飡
す
／
帰

り
て
来
る
昭
国
里
、
人
臥
し
て
馬
鞍
を
歇
む
／
却
っ
て
睡
り
て
日

午
に
至
り
、
起
坐
し
て
心
恬
然
た
り
／
况
ん
や
好
時
節
に
当
た



一
六

り
、
雨
後
清
和
の
天
／
柳
樹
緑
陰
合
し
、
王
家
庭
院
寛
し
／
瓶
中

に
は
鄠
県
の
酒
、
牆
上
に
は
終
南
山
／
独
り
酌
み
て
仍
ほ
独
り
望

み
、
襟
を
開
い
て
風
前
に
当
た
る
／
禅
僧
と
詩
客
と
、
次
第
に
来

た
り
て
相
看
る
／
語
ら
ん
と
要
せ
ば
夜
を
連
ね
て
語
り
、
眠
る
を

須も
と

む
れ
ば
終
日
眠
る
／
朝
謁
に
奉
ず
る
を
除
非
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
此
の
外
拘

牽
無
し
／
年
長
じ
て
身
且
つ
健
な
り
、
官
貧
に
し
て
心
甚
だ
安
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

／
幸
ひ
に
急
病
の
痛
み
無
く
、
飢
寒
に
苦
し
む
に
至
ら
ず
／
此
を

以
て
聊
か
自
適
し
、
外
縁
干
す
能
は
ず
／
唯
だ
静
者
の
信
に
応

じ
、
動
者
の
為
に
言
ひ
難
し
／
台
中
（
御
史
台
）
の
元
侍
御
、
早

晩
郎
官
と
作
ら
ん
／
未
だ
郎
官
と
作
ら
ざ
る
際
は
、
人
の
相
伴
っ

て
閑
な
る
こ
と
無
し

　
　
　

進
入
閤
前
拝
、
退
就
廊
下
飡
。
帰
来
昭
国
里
、
人
臥
馬
歇
鞍
。

　
　
　

却
睡
至
日
午
、
起
坐
心
恬
然
。
况
当
好
時
節
、
雨
後
清
和
天
。

　
　
　

柳
樹
緑
陰
合
、
王
家
庭
院
寛
。
瓶
中
鄠
県
酒
、
牆
上
終
南
山
。

　
　
　

独
酌
仍
独
望
、
開
襟
当
風
前
。
禅
僧
与
詩
客
、
次
第
来
相
看
。

　
　
　

要
語
連
夜
語
、
須
眠
終
日
眠
。
除
非
奉
朝
謁
、
此
外
無
拘
牽
。

　
　
　

年
長
身
且
健
、
官
貧
心
甚
安
。
幸
無
急
病
痛
、
不
至
苦
飢
寒
。

　
　
　

以
此
聊
自
適
、
外
縁
不
能
干
。
唯
応
静
者
信
、
難
為
動
者
言
。

　
　
　

台
中
元
侍
御
、
早
晩
作
郎
官
。
未
作
郎
官
際
、
無
人
相
伴
閑
。

　

こ
の
詩
で
は
、
昭
国
里
の
暮
ら
し
へ
の
満
足
が
様
々
に
語
ら
れ
、
最

後
に
「
動
者
」
の
一
員
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
御
史
台
の
元
宗
簡
に
対

し
て
、
自
由
時
間
の
多
い
「
郎
官
（
尚
書
省
の
官
）」
へ
の
転
職
を
勧

め
て
い
る
。「
瓶
中
に
は
鄠
県
の
酒
、
牆
上
に
は
終
南
山
」。
酒
と
山

は
、
居
易
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
住
環
境
の
条
件
で
あ
る
。
憧
れ
た
呉

丹
の
住
ま
い
で
も
「
南
山
舎
下
に
入
り
、
酒
甕
床
頭
に
在
り
」
と
あ
っ

た
。「
朝
謁
に
奉
ず
る
を
除
非
し
て
」
の
一
句
は
、
遠
距
離
出
仕
の
難

0

0

0

0

0

0

0

儀
以
外
の
点
に
お
い
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
居
易
が
、
昭
国
里
で
の
暮
ら
し
に
満
足
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
昭
国
里
閑
居
」（
0268
・
元
和
十
年
）
の
詩
に
い
う
。

　
　

貧
閑
に
し
て
日
高
く
し
て
起
き
、
門
巷　

昼
寂
寂
た
り
／
時
は
暑

に
し
て
朝
参
を
放
さ
れ
、
天
は
陰
り
て
人
客
少
な
り
／
槐
花
田
地

に
満
ち
、
僅
ど
人
行
の
跡
を
絶
つ
／
独
り
一
床
に
在
り
て
眠
る
、

清
涼
た
る
風
雨
の
夕
べ
／
嫌
う
勿
か
れ
坊
曲
の
遠
き
を
、
近
け
れ

ば
即
ち
牽
役
多
し
／
嫌
う
勿
か
れ
禄
俸
の
薄
き
を
、
厚
け
れ
ば
即

ち
憂
責
多
し
／
平
生
恬
曠
を
尚
ぶ
、
老
大
宜
し
く
安
適
す
べ
し
／

何
を
以
て
吾
が
真
を
養
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
官
閑
に
し
て
居
所
僻
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　
　

貧
閑
日
高
起
、
門
巷
昼
寂
寂
。
時
暑
放
朝
参
、
天
陰
少
人
客
。

　
　
　

槐
花
満
田
地
、
僅
絶
人
行
跡
。
独
在
一
床
眠
、
清
涼
風
雨
夕
。

　
　
　

勿
嫌
坊
曲
遠
、
近
即
多
牽
役
。
勿
嫌
禄
俸
薄
、
厚
即
多
憂
責
。

　
　
　

平
生
尚
恬
曠
、
老
大
宜
安
適
。
何
以
養
吾
真
、
官
閑
居
所
僻
。

　

最
後
の
二
句
は
、
長
安
復
帰
後
「
太
子
左
賛
善
大
夫
へ
就
任
し
、
昭

国
里
に
住
む
」
と
い
う
暮
ら
し
が
、
居
易
自
身
の
主
体
的
な
選
択
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
居
易
は
「
吾
が
真
」
即
ち
自
身
の

「
恬
曠
（
心
静
か
で
の
ん
び
り
）」「
安
適
」
を
保
守
す
る
た
め
、「
官

閑
」「
居
所
僻
」
と
い
う
環
境
を
、
自
ら
選
び
取
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
そ

れ
は
憧
れ
た
呉
丹
の
暮
ら
し
に
近
づ
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。



「
山
の
詩
人
」
白
居
易
〔
三
〕

一
七

　

そ
の
呉
丹
か
ら
、
夏
に
手
紙
が
届
く
。「
呉
七
の
寄
せ
ら
る
る
に
酬

ゆ
（
酬
呉
七
見
寄
）」（
0267
・
元
和
十
年
）
に
い
う
。

　
　

曲
江
に
病
客
有
り
、
尋
常　

多
く
関
を
掩
ふ
／
又
馬
の
死
し
て
よ

り
来
こ
の
か
た

、
出
で
ず
し
て
身
更
に
閑
な
り
／
書
を
送
る
者
有
り
と
聞

き
、
自
ら
起
ち
て
門
を
出
で
て
看
る
／
…
…
／
首
章
に
時
節
を
歎

じ
、
末
句
に
笑
言
を
思
ふ
／
嬾
慢
し
て
相
訪
は
ず
、
街
を
隔
つ
る

こ
と
山
を
隔
つ
る
が
如
し
／
嘗
て
聞
く
陶
潜
の
語
、
心
遠
け
れ
ば

地
自
ら
偏
な
り
と
／
君
は
安
邑
里
に
住
し
、
左
右
車
徒
喧
し
／
竹

薬
深
院
を
閉
ぢ
、
琴
罇
小
軒
を
開
く
／
誰
か
知
ら
ん
市
南
の
地
、

転
た
壺
中
の
天
を
作
す
を
／
君
は
本　

上
清
の
人
、
名
は
石
室
の

間
に
在
り
／
知
ら
ず
何
の
過
ち
有
り
て
か
、
謫
せ
ら
れ
て
人
間
の

仙
と
作
る
／
常
に
恐
る
歳
月
満
ち
、
飄
然
と
し
て
紫
煙
に
帰
る
を

／
忘
る
る
莫
か
れ
蜉
蝣
の
内
、
進
士
同
年
有
る
を

　
　
　

曲
江
有
病
客
、
尋
常
多
掩
関
。
又
従
馬
死
来
、
不
出
身
更
閑
。

　
　
　

聞
有
送
書
者
、
自
起
出
門
看
…
首
章
歎
時
節
、
末
句
思
笑
言
。

　
　
　

嬾
慢
不
相
訪
、
隔
街
如
隔
山
。
嘗
聞
陶
潜
語
、
心
遠
地
自
偏
。

　
　
　

君
住
安
邑
里
、
左
右
車
徒
喧
。
竹
薬
閉
深
院
、
琴
罇
開
小
軒
。

　
　
　

誰
知
市
南
地
、
転
作
壺
中
天
。
君
本
上
清
人
、
名
在
石
室
間
。

　
　
　

不
知
有
何
過
、
謫
作
人
間
仙
。
常
恐
歳
月
満
、
飄
然
帰
紫
煙
。

　
　
　

莫
忘
蜉
蝣
内
、
進
士
有
同
年
。

　

呉
丹
の
住
居
は
東
市
の
南
、
喧
噪
の
地
「
安
邑
里
」
に
位
置
し
た

が
、
そ
の
住
ま
い
は
「
壺
中
天
」
の
よ
う
な
別
世
界
で
あ
っ
た
。
同
年

の
進
士
で
あ
る
居
易
は
、
五
年
前
の
「
呉
丹
に
贈
る
（
贈
呉
丹
）」（
元

和
五
年
）
詩
で
、
憧
憬
を
「
人
間
に
閑
地
有
り
、
何
ぞ
必
ず
し
も
林
丘

に
隠
れ
ん
。
…
…
終
に
当
に
閑
官
を
乞
ひ
、
退
い
て
夫
子
（
呉
丹
）
と

遊
ぶ
べ
し
」
と
述
べ
て
い
た
。
今
や
太
子
左
賛
善
大
夫
の
「
閑
官
」
に

就
き
、
昭
国
里
の
「
閑
地
」
に
住
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
白
居
易
は
、
か

つ
て
憧
れ
た
「
太
子
通
事
舎
人
呉
丹
の
よ
う
な
暮
ら
し
」
を
自
ら
も
実

現
し
得
た
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
六
月
三
日
の
武
元
衡
暗
殺
事
件

は
、
正
に
そ
の
よ
う
な
時
に
起
こ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
居
易
の
い
ち

早
い
上
書
の
理
由
を
、「
太
子
左
賛
善
大
夫
と
い
う
閑
職
へ
の
不
満
」

に
求
め
る
通
説
は
、
成
立
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
上
書
の
理
由
は
他
に
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
と
思
う
。



一
八

　
　

注

（
１
）	　

第
一
稿
は
、「『
山
の
詩
人
』
白
居
易
〔
一
〕
―
生
誕
か
ら
三
十
四
歳
ま
で
―
」

「
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集　

人
文
学
編
」
第
五
十
号
、
二
〇
二
一
年
。
第
二
稿
は
、

「『
山
の
詩
人
』
白
居
易
〔
二
〕
―
仙
遊
寺
・「
長
恨
歌
」・
山
水
画
家
―
」「
愛

媛
大
学
法
文
学
部
論
集　

人
文
学
編
」
第
五
十
二
号
、
二
〇
二
二
年
。

（
２
）	　

同
氏
著
『
中
国
詩
文
選
17　

白
居
易
』（
一
九
七
七
年
・
筑
摩
書
房
「
宰
相
武
元

衡
暗
殺
事
件
」）。

（
３
）	　

川
合
康
三
氏
も
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
喪
が
明
け
て
朝
廷
に
戻
っ
た
白
楽
天
に

与
え
ら
れ
た
官
は
、
太
子
左
賛
善
大
夫
と
い
う
閑
職
で
あ
っ
た
。
皇
太
子
の
顧
問
、

つ
ま
り
は
お
守
り
役
で
、
政
治
の
中
心
か
ら
は
遠
い
。
将
来
の
高
官
を
約
束
さ
れ
た

キ
ャ
リ
ア
を
走
っ
て
い
た
白
楽
天
が
満
足
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
鬱
々
と
過
ご
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
時
、
耳
目
を
驚
か
す
事
件
が
起
こ
っ
た
。」
同
氏
著
『
白
楽
天

―
官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
―
』（
岩
波
新
書
・
二
〇
一
〇
年
）

（
４
）	　

本
文
は
岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

一
～
十
二
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
・
第
97
～
119
巻
、

明
治
書
院
）
に
拠
っ
た
が
、
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
作
品
に
は
花
房
英
樹
『
白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
彙
文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
作
品
番
号
を
付

し
た
。

（
５
）	　

制
作
年
順
に
「
奏
状
」
の
作
品
番
号
を
示
し
て
お
く
。（　

）
内
の
作
品
は
、
恩

賜
へ
の
謝
状
。〔　

〕
内
は
端
境
期
の
作
品
。

　
　

元
和
二
年
：（
1973
）（
11
月
）・（
1974
）（
12
月
）

　
　

元
和
二
年
～
三
年
：〔
1949
左
拾
遺
就
任
前
？
〕

　
　

元
和
三
年
：
1947
・
1948
・
1950
・
1958
・
1970

　
　

元
和
四
年
：
1951
・
1954
・
1956
・
1957
・
1959
・
1960
・
1962
・
1963
・
1964
・（
1979
）

　
　

元
和
五
年
：
1965
・
1966
・
1967
・〔
1969
左
拾
遺
就
任
後
？
〕・
1971
（
陳
情
）・
1972
（
謝
官
）

　
　

元
和
六
年
：
1968

　
　

元
和
二
年
～
六
年
：（
1977
）

　
　

元
和
三
年
～
六
年
：（
1975
）・（
1978
）・（
1981
）・（
1982
）・（
1983
）

　
　

元
和
三
年
～
五
年
：（
1976
）・（
1980
）・（
1984
）

（
６
）	　

白
居
易
と
銭
徽
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
丸
山
茂
著
『
唐
代
の
文
化
と
詩
人
の
心

―
白
楽
天
を
中
心
に
―
』（
二
〇
一
〇
年
・
汲
古
書
院
）
に
詳
し
い
。「
銭
起
の

子
銭
徽
は
出
仕
前
，
長
安
南
郊
の
藍
田
山
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
は
か
つ

て
銭
起
と
王
維
が
詩
を
交
わ
し
、
脱
俗
の
境
地
を
逍
遙
し
た
『
別
乾
坤
』
で
あ
る
」

と
。

（
７
）	　

拙
稿
「
閑
適
へ
の
決
意
―
下
邽
に
お
け
る
心
理
的
基
盤
の
形
成
―
」『
白
居
易
研

究
年
報
』
第
十
四
号
（
二
〇
一
三
年
・
勉
誠
出
版
）

（
８
）	　

和
田
浩
平
「
白
居
易
の
母
に
つ
い
て
」「
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
」
二
十
三
号

（
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
原
稿
受
付 

二
〇
二
二
年
九
月
二
八
日　
　

掲
載
決
定 

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）
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